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画面細胞に関する研究
金沢大学医学部病理学第一講座（主任　渡辺四郎教授）

　　　　　松　　原　　一　　夫

　　　　　　（昭和42年9月11日受付）

　1877年Paul　Ehrlich　1）が‘‘Mast　Zellen”を記

載して以来∫1肥畔細胞には多く4）研究がなされてい

る．

　成熟動物における喫緊細胞の組織発生に関しても多

くの研究がなされていて，種々の意見が述べられてい

る．（Michelis　2），　Padawer　3），　Kahlsa11　and　Cra・

bb　4），　Asboe－Hansen　5），　Fawcett　6））．

　肥腓細胞の組織発生に関してこのように種々な意見

が述べられていることは，肥畔細胞に特有な穎粒をも

たない‘‘Precursor　mast　Cell”の決定が困難であ

ること，また少数の特殊な穎粒をもった細胞が肥腓細

胞の‘‘Precursor”なのか，または他細胞の穎粒の

貧食によるものなのかの区別が難かしいことが原因し

ているものと思われる．

　従来，肥辟細胞は種々な物質によって増殖が行なわ

れているが7）8）9），著者はHydrazine　Sulfate（NH2）2

SO4を経口的に与え10），また腹腔内に注入して腸間膜

及び腸間膜淋巴節を観察し肥畔細胞の組織発生につい

て追求する目的で実験を行なった．

　　　　　　　実験材料及び実験方法

1．実験材料

　1．実験動物，観察組織

　体重120g前後の成熟ラットを使用，組織は主に

腸間膜淋巴節，腸間膜，大網とし，その他骨髄，脾，

肝，末梢血液を観察した．

　2．経口的投与物質及び腹腔内注入物質

　1）Hy4razine　Sulfate（NH2）2　SO4経口的投与

及び腹腔内に注入．

　2）ペプトン水　腹腔内に注入．

　3）蒸溜水　　　腹腔内に注入．

皿．．ﾀ験方法

　1．物質の経口的投与及び注入方法

　1）Hydrazine　Sulfateの0．02％，0．04％，0．08

％水溶液を1日約10cc宛連続7日間経口投与し，腸

間膜，野僧膜淋巴節を観察した，

　2）Hydrazine　Sulfateの腹腔内注入は0．02％，

0．04％，0．08％水溶液15ccを腹腔内に注入し腸間

膜，大網，淋巴節を観察した，

　3）ペプトンは生理食塩水15ccにペプトン250

mgを溶かし腹腔内に注入した．

　4）蒸溜水は15cc腹腔内に注入した．

　2．各組織の摘出方法，固定及び染色

　1）淋巴節
　動物をエーテル麻酔のもとに開腹し，回盲部腸間膜

淋巴節を摘出し，冷アセトンで24時間固定，軟パラに

色埋，各種染色を施行した．

　染色は下記の通りである．

　・トルイジンブルー染色

　濃度：0．05％．pH　2．4～pH　7．0

　・ヘマトキシリンーエオジン染色

　・PAS染色

　・アルシアンブルーPAS重複染色

　　0．5％アルシアンブルー液で1時間染色した後，

　　PAS染色を行なった．

　・鉄染色
　・酸一フォスファターゼ染色（Gomori法）

　・アルカリーフォスブァターゼ染色（Gomori法）

　2＞腸間膜及び大網

　トルイジンブルー染色には腸間膜を腸間膜根部で切

離し諸腸と共に遊離し，大網は適当な大きさに切断，

共に37。Cの加温生理的食塩水で洗1條，冷アセトンで

約2時間固定，固定後腸間膜及び大網を適当な広さの

小片となし，被覆硝子上で伸展標本を作製し，下降ア

ルコールを経て水洗，0．05％のpH　7．0トルイジン

ブルー液で染色した．

　一方，メイーギムザ染色には腸間膜根部から摘出し

た腸間膜及び大網を37。Cの加温生理食塩水にひた

し，各々の組織を未乾燥のまま被覆硝子上で伸展標本

を作製，純メタノールで約10分間固定，これにメイ

Studies　of　the　Mast　Cells．　K：azuo　Matsubara，　Department　of　Pathology（Director：

Pro£S．　Watanabe），　School　of　Medicine，　Kanazawa　University．



132 松

一グリンワールド原液の2倍稀釈液を注ぎ約10分間染

色，その後，水1ccにギムザ原液1．5滴の割合で稀

釈したギムザ染色液で約30分間染色，以後無水デオキ

サンを経て注入した．

実　験　結　果

工　Hydrazine　Sulfateの経口投与による成績

　Hydrazine　Sulfateの経口的投与は0．02％，0．04

％，0．08％，水溶液を各々の動物に10cc宛与えた．

各々の濃度の溶液によるラットの体重の変化及び死亡

例は表1に示した如くである．

表1　各種濃度のHydrazine　SuIfate

　　　を与え2週間目の成績
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　表1に示すように0．02％水溶液投与では死亡例は少

ないが，淋巴節の腫大及び石面細胞の増加が軽度に認

めるのみであった．0．08％水溶液投与では著しい体重

減少と死亡例が多いたあ，Hydrazine　Sulfateの経

口的投与は0．04％水溶液のみを用いた．

　この液を各々動物に約10cc／（1日量）投与したが

10日目から使用量5ccに減少し投与を続けると死亡

例が増加の傾向を示したため経口投与は7日目で中止

している．

　Hydrazine　Sulfate　O，04％水溶液10　ccを与え1

週間で中止したラットは20～30日目で体重80～90g

に減少，鼻，四肢，外陰部に出血を認め，実験動物の

約半数は死亡した．

　淋巴節の著明な腫大は7～9日目頃から認めた．腫

大部位は上行結腸にそって索状に腫大を認めた．

　1．Hydrazine　Sulfate　O．04％水溶液経口投与に

よる淋巴節の顕微鏡所見

　無処置腸間膜淋巴節内の肥辟細胞

　淋巴節被膜及び辺縁洞にメタクロマジー陽性の粗大

穎粒を持ち，穎粒の充満により核が不明瞭な大型肥畔

細胞の散在を認めるがその数は多くない．（写真1）

　小円形の肥辟細胞は認められなかった．

　Hydrazine　Sulfate投与による淋巴節内の肥肝細

胞の変化

　1～7日目
　辺縁洞の軽度の拡張及び洞への細網細胞の増加が漸

原

次認められる．濾胞中心の軽度の拡大の所見を認める

が，肥腓細胞には変化を認めなかった．

　8～10日目

　辺縁洞の拡張が著しく，洞への細胞浸潤，主に細網

細胞の増加が目立ってくる．（写真2）

　洞には単核細胞の増加は認められず，PAS染色陽

性の自励をもった細胞も認められない．穎粒が粗大な

楕円形の大型向点細胞は破壊の傾向を示し，アルシア

ンブルーPAS重複染色ではアルシアンブルーのみで

染色される．この崩の後半からpH　7．0，0．05％トル

イジンブルー染色で胞体が暗紫色を呈し，誌面が不明

瞭，PAS染色で陽性を示す円形の肥畔細胞を認める．

（写真3，4，5）

　この細胞は核は中心に位置するものが大部分である

が偏在するものも認められる．

　核は円形ないし楕円形を呈し核小体も明瞭に認めら

れる．この細胞の大きさは中間型淋巴球大から大淋巴

球大と種々の大きさのものを認める．ごくまれに核が

接近した2核の細胞を認める．これらの細胞は辺縁洞

に認めるがその数は多くはない，（写真6）

　11～19日目

　辺縁洞，髄質洞の拡張著しく，洞には細網細胞の増

加を認める．

　この期にアルシアンブルーPAS重複染色で胞体が

アルシアンブルー及びPAS染色にて重染される肥畔

細胞が認められ，この誰某細胞の胞体内に穎粒は認め

難い．

　20～30日目

　辺縁洞，髄質洞の拡張，細網細胞の増加は同様に認

めるが，同時に大きさ及び染色上種々な才覚細胞を認

める．（写真7）

　この肥畔細胞は下記の如くである．

　1）pH　7．00．05％トルイジンブルー液で暗1紫色，

pH：4．0トルイジンブルー液で胞体が紫色を呈し顯粒

は不明瞭，PAS染色陽性の小円形の肥畔細胞

　2）前者よりやや大きくアルシアンブルーPAS重

複染色で胞体がアルシアンブル及びPAS染色にて重

染される寒肥細胞

　胞体内の穎粒は認め難いものが多く，核は1個の場

合が多いが時には2個の場合も認められた．（写真8）

　3）pH　7．00．05％トルイジンブルーで紫色を呈す

る粗大油島をもった肥畔細胞，細胞膜は明瞭であるが

粗大穎粒により核は不明瞭である．

　4）Halloを呈する肥腓細胞

　細胞膜妬心でメタクロマジーを呈し，細胞膜は不明

瞭なことが多く，越畑は認め難い肥腓細胞．
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　5）破壊像を示す肥辟細胞

　以上の種々の形態の肥辟細胞を洞内に認めた．（写

真9，10）

　30～40日目

　20～30日に比較して円形の肥腓細胞の減少を認める

のみで大差はない．

　50日目

　穎粒が粗大で大型の肥州細胞，Halloを呈する肥辟

細胞，破壊像を呈する肥腓細胞が大部分である．

表2　Hydrazine　Sulfateの経口投与によ
　　　　　る淋巴節内の肥腓細胞

　1）方　　法

　Montagna　11），　moore　and　Schubert　12）の方法を

適応した．

　ベロナールー酢酸緩衝液でpH　2．4，3．4，4．1，7．0

の0．1％トルイジンブルー染色液を作り，淋巴節のパ

ラフィン切片をpH　2．4の染色液で染色して切片の山

国クロマジーを呈する肥畔細胞数を計算，その同一切

片を次に高いpHの染色液で染色して肥骨細胞の数を

計算し，この方法によりpH　7．0までの4段階の液

で染色を行ない肥膵細胞の数を計算した，その成績は

表3に示した．
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　2．Hydrazine　Sulfate投与による他臓器の肥辟

細胞の変化

　1）腸間膜（伸展標本）

　無処置の腸間膜とH：ydrazine　Sulfate　O．04％経口

投与した場合の腸間膜における肥脾細胞の分布には大

差は認められなかった．（写真21）

　血管の周辺に無処置において認められる核の明瞭な

円形の肥畔細胞はHydrazine　Sulfate投与により増

加の傾向は認めなかった．

　この血管周辺にある肥巨細胞の穎粒は明瞭であり，

核も認められた．

　他細胞にも特に変化は認められなかった．

　2）造血臓器（骨髄，肝，脾）

　特に肥辟細胞の変化は認めなかった，

　3）末梢血液（ギムザ染色）

　Hydrazine　Sulfate投与後40日目頃から末梢血液

に大型，円形で穎粒の粗大な肥腓細胞の増加を認め

る．この所見は経過と共に増加の傾向を示した．上述

のように他造血臓器には肥腓細胞の増加を認めないこ

とから淋巴節内に増加した肥畔細胞がリンパ管を通じ

て末梢血液内に流出したものと思われる．（写真11）

　3．Hydrazine　Sulfateの投与後10日目，25日目，

40日目の各種pHトルイジンブルー液による肥腓細胞

の染色の変化

　↑

肥膣細胞

の増加

表　　3

pH　　　　2．4　　　ろ．4　　　4」　　　　7．0

×一×

○一〇
●一●

Hydrazin　Sulfataを与10日目の

淋巴節の成績

同じく25日目の成績

同じく40日目の成績

　2．実験結果

　Hydrazine　Sulfate投与後10日目

　この；期においてはpH　2．4からpH　7．0にかけて

メタクロマジーを呈する肥月半細胞の数には変化が少な

く，軽度の上昇を認めるのみである．

　これはpH　2．4でメタクロマジーを呈する細胞が

大部分であることを示し，これらの細胞はいずれも粗

大な穎粒をもった大型肥畔細胞である．

　Hydrazine　Sulfate投与後25日目

　pH　2．4でメタクロマジーを呈する肥腓細胞は10日

目におけると同様に大型肥辟細胞である．この期にお

いての著明な変化はpH　3．4～pH　4．1の染色液の

pHの上昇と共にメタクロマジーを呈する細胞数の急

激な上昇である，pH　4．1においてメタクロマジーを

呈する三等細胞は■小型円形で，核の明瞭な細胞であ

り，細胞がメタクロマジーを呈し，穎粒を認め難いも

のが多い．前述の如くこれらの細胞はPAS染色陽性

を示した細胞と同一であると思われる．

　Hydrazine　Sulfate投与後40日目
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　この期における所見はpH　2，4の染色液でメタク

ロマジーを呈する細胞が大部分であり，pH：3．4～pH

4．1とpHの上昇によってメタクロマジーを呈する

細胞数には急激な上昇は認められなかった．

　4．H：ydrazine　Sulfate投与による淋巴節内の細

網細胞の変化

　無処置の淋巴節における多角形，：大型でPAS染色

で陽性の穎粒をもった細網細胞は髄質内に1～2個と

集まって存在するがその数は少数であり，全く認めら

れない標本もある．

　この細胞の胞体内の一粒は大きさ同大であり，PAS

染色で強陽性，H－E染色で紅色，トルイジンブルー

染色では一落クロマジーを示さず，アルシアンブルー

染色も陰性である．鉄染色では一部陽性を示す細網細

胞を認めるが大部分は陰性である．

　この細胞は広い胞体を有し，核は円形で中心に位置

することが多い．

　1～7日目

　この期の後半から細胞の腫大傾向を認めるが，その

数，分布，核の変化は認められない．

　8～19日目

　10日目頃からこの細胞の腫大が著しく，その数の増

加を認める．型は多角形ないし円形と種々の形態を示

し，多角形の細胞は核が2～3個の多核細胞の型を示

した．（写真12）

　20～30日目

　この期には細網細胞の著しい増加が目立つ．これら

の細胞は散在性となり，多角形の細胞は少なくなり円

形で核1個の細胞の増加が認められた．これら細胞は

増加すると共に洞への移動を認めた．（写真13，14，

15）

　髄質内のこの細網細胞の顎粒はPAS染色強陽性で

あり細胞膜も明瞭であるが，洞内に認められる細胞の

穎粒はPAS染色性がやや弱く，細胞膜も明瞭でない

細胞を認めた．

　30～40日目

　円形で核1個のものが大部分を占め，これらの細胞

は辺縁洞及び洞内に認められた．

　髄質内においてこの細胞の顧粒が細胞外に認められ

る場合があった．　この傾向は経過と共に多く認めら

れ，50日以上では特に多く認められた．

　5，ペプトン水の腹腔内注入による肥培細胞及び細

網細胞の変化

　方法：Hydrazine　Sulfate　O．04％水溶液投与後22

日目に腹腔内に0．9％食塩水15ccにべフ．トン250

mgを溶解した液を注入，注入後1時間，2時聞，4

時間，24時間，48時間，7日目，14日目に淋巴節を

摘出し冷アセトン固定，パラフィン切片を作製観察し

た．

　実験結果

　1）審訊細胞の変化

　注入1時間後肥壷細胞の軽度の変化を認められ，特

に粗大穎粒をもった細胞に認められた．2時間後では

犬型の粗大穎粒をもった肥辟細胞は穎粒放出が目立

つ．しかしこの放出された穎粒はトルイジンブルーで

メタクロマジンを呈している．

　4時間目には淋巴節は洞の拡張を認め，肥辟細胞は

破壊像が著しい．放出された顯粒は血忌として認め難

く残存する細胞の周辺でトルイジンブルーで均等な淡

紅を呈する．（写真16）．

　小円形を呈し細穎粒をもった肥辟細胞は軽度の腫大

を認めるが破壊像は認められない．

表4　Hydrazine　Sulfate投与による淋巴節のPAS染色陽性細網細胞の変化
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大　　型

1　　個

PAS
（＋）

1～7

多角形

やや腫大

1　　個

PAS
（十）

8～19

形
形晶

多
及

大腫

1～2個

PAS
（＋～→十）

　十

20～30

形
形
潜
血

晶
形
嚇

多
野
円
胞

個　～
1

　S
＋

A
～
P
＋
（

十

十

31～40

形
形
墨
型

晶
蕊

多
及
円
胞

個　～
1

q
）
）

A
＋
P
（
十

±

41～50

形円

細
麗
形
剛
円
胞

個1

【
b
）

A
＋
P
（
十

±
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　24時間から48時間目では破壊された肥辟細胞は認め

難く，この期には円形の少数の肥辟細胞を洞に散在す

る．（写真17）

　5日目には小円形の門門細胞の増加を認め，これら

の細胞は集団形成をなしていた．

　アルジアンブルー一PAS重複染色で両染される肥

辟細胞も認められた．（写真18）

　．2）細網細胞の変化

　ペフ。トンー水注入2～4時間目に細網細胞内のPAS

陽性の穎粒の放出を認めた．放出の傾向は多角形及び

円形の細網細胞共に認められた．8時間目には大型細

網細胞は減少し円形の細胞のみが認められるが，24～

48時二目ではこれらの細網細胞は全く認められなくな

る．14日目以後は無処置淋巴節の所見にもどり少数の

多角形で大型細網細胞を認めるのみとなった．

　6．Hydrazine　Sulfate投与による肥辟細胞のラ

ォスファターゼ反応

　アルカリーフォスファターゼ反応

　粗大穎粒をもった大型肥辟細胞はその穎粒に一致し

て黒褐色を呈し陽性を示した．

　穎粒の不明瞭な円形の肥畔細胞においても陽性を示

したが胞体全体が陽性を示し，穎粒状を呈しないため

に他種細胞との区別が難かしい．（写真19）

　多角形及び円形のPAS陽性の穎粒をもった細網

細胞はアルカリーフォスファターゼ反応を示さなかっ

た．

　酸一フォスファターゼ反応

　アルカリーフォスファターゼ反応同様に粗大頼粒を

もった肥辟細胞は顯粒に一致して陽性を示したが，小

円形肥辟細胞は周辺にある他門細胞が強い反応を示す

ため小円形肥辟細胞との鑑別が困難であった．　（写真

20）

　皿　Hydrazine　Sulfateの腹腔内注入による腸間

膜，大網，腸間膜淋巴節の肥辟細胞の変化

　Hydrazine　Sulfateの0．02％，0．04％，0．08％の

濃度の液をラットの腹腔内に15cc注入して観察し
た．

　Hydrazine　Sulfateの濃度に関係なく，1日1回

連続注入例では実験動物の死亡例多く，1回のみのも

のと2回以上の注入例とを比較すると連続注入例では

腸間膜組織の退行性変化を認め，肥辟細胞の変動を認

めることができなかった．

　1回の注入例で0．02％，0．04％，0．08％の各々の

濃度の例を比較すると，0．04％，0，08％の注入例は連

続注入例と同様腹腔内組織の退行性変化強く肥畔細胞

の変動を観察するのに不適であるため，0．02％Hyd・

razine　Sulfate　15　ccを腹腔内に注入肥辟細胞の変化

を観察した．なお，対照として蒸溜水15ccを注入し

た動物を観察した．

　1．蒸溜水腹腔内注入による肥辟細胞の変化

　1時間目

　腸間膜の肥辟細胞の大半は破壊像を認める．これら

は特に骨性結合組織内に存する肥辟細胞に著名に認め

られる．

　血管辺縁に認められる肥月半細胞には破壊像を呈する

細胞，やや膨化の傾向を呈する細胞を認める．

　2～4時間目　　　　　　　　　　　　’

　腸間膜の疎性結合組織内の肥辟細胞はすべて破壊像

を認め，細胞外に放出された穎粒が穎粒として認め得

るもの，破壊した肥腓細胞の周辺で均等に淡紅を呈す

るものを認める．

　穎粒が貧食細胞，線維芽細胞に負食されている像を

認める．腸間膜の小血管辺縁に存する肥腓細胞にも破

壊像を認ある．

　24時置目

　大型肥畔細胞を認めるが，この期に認められる肥畔

細胞は破壊像を示さない，肥辟細胞の細胞外の穎粒も

認あられない．

　小血管の辺縁においても大型二巴細胞を認める．

　4　日　目

　大型引写細胞が腸間膜の結合織及び小血管の辺縁に

認あられるが，微細穎粒をもった円形の肥畔細胞は認

められない，

　結合織内に核が偏在し三門が粗大な細胞を認める．

この細胞の核は明瞭であり，紡錘形をなしている，

　この細胞は肥辟細胞なのか，または破壊された肥畔

細胞頼粒の食食による，所謂“abnormal　mast　cell”

かは確定できなかった．（写真31）

　7～14日目

　腸間膜に肥畔細胞数の増加を認めるが，特に円形で

未熟肥辟細胞と思われる細胞は血管辺縁でも認められ

なかった．以後腸間膜は無処置の状態と大差なく肥腓

細胞は散在性に認められた．

　蒸溜水腹腔内注入例では大型肥辟細胞の破壊像が特

に腸間膜の結合組内の肥月半細胞に認められた．血管辺

縁に存在する一部の肥腓細胞には破壊像を呈しない細

胞が認められた．

　紡錘形をなし，日置クロマジー陽性の穎粒をもった

細胞を認めたが，その数は少なく肥腓細胞か‘‘abnor－

mal　mast　ce11”なのか決定が困難あった．

　経過と共に腸間膜の肥辟細胞数は増加を認めたが，

未熟四丁細胞と思われる細胞の数は認あられなかっ
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た，

　2．Hydrazine　Sulfate　O．02％液注入による腸間

膜及び大網の肥壷細胞の変化

　1時聞目

　腸間膜の晶晶細胞は膨化，破壊を認め，細胞外への

回流の散乱が著しい，

　結合織内に認められる肥腓細胞の穎粒はpH　7・0ト

ルイジンブルー液で淡紅を呈する．

　小血管の辺縁に存する肥腓細胞は一部変化を示さな

い細胞を認あるが，膨化するか，破壊を示す細胞が大

部分である．（写真22）

　変化を示さない肥辟細胞はpH：7．0トルイジンフ

ルー液で穎粒は紫色を呈する．

　大網においても同様で，血管の周辺及び脂肪織内の

肥辟細胞に膨化及び破壊像を示さない細胞を少数認め

るのみである．

　2～3時間目

　殆んどすべての晶晶細胞に破壊像が認められ，穎粒

は淡紅を呈するもの，穎粒として認め難く均等に淡紅

を呈する像を認め，破壊肥辟細胞の残存を示している．

　この像は血管周辺の肥畔細胞においてし同様であ

る．結合織，血管は変性を示し，貧食細胞の軽度の増

加を認める．

　大網の変化は血管周辺，脂肪織においても腸閲膜と

同一所見を呈した．

　8～24時間目

　腸間膜の結合織血管の変性を認める．結合織内に

細網細胞の増加を認めるが，結合織及び血管の周辺に

は肥島細胞を全く認めない．この所見は大網において

も同様であり，脂肪織内にも肥畔細胞は認めない。

（写真23）

　4～7日目
　4日目頃から血管の周辺にpH　7．0トルイジンブ

ルー液で淡紅を呈する二二をもった二七細胞及び胞体

が均等に淡紅を示す肥脾細胞を認める，（写真24）

　この細胞は淋巴球大で円形のものから紡錘形を呈す

細胞等種々であるが，血管に近接している細胞は多く

は紡錘形をしている．

　これらの細胞内に認められる穎粒は微細で核の周辺

に局在する場合が多い，2～3個の頼粒が核の周辺に

局在するもの，穎粒が核の周辺を取巻くように存在す

るもの，穎粒として認められず均等に核の周辺で淡紅

を呈する肥騨細胞等種々の像を呈する．

　頼粒が多数存在する肥腓細胞でも血管周辺に認めら

れる細胞の核は明瞭であり胞体の辺縁部に穎粒が存す

る．　これらの細胞内の穎粒の大きさは大小不同であ

原

る．（写真25，26）

　これらの未熟二三細胞と思われる細胞は血管周辺の

3～4個と集団形成の傾向を示した．メイーギムザ染

色では均等に褐色を示す細胞も見られ，また少数の穎

粒をもった二二細胞は黒褐色を呈している．（写真27）

　この期の初めには腸間膜の血管から離れた部の結合

織内には肥畔細胞は全く認めない．

　大網においても同様であり，大網二品部の淋巴球の

集団部位にも肥腓細胞は認めず，血管周辺に少数の肥

辟細胞を認めるのみであった．

　この期の後半には腸間膜の肥畔細胞は血管周辺に沿

って増加の傾向を示し，肥腓細胞の大きさも大小：不同

を示す．（写真28）

　血管に近接した細胞は小型で，楕円形または紡錘形

を呈するものが多く，血管から離れた部位に存在する

ものは大型で円形または楕円形の肥壷細胞が多い．

　胞体内の面面の分布においても，核が明瞭に認めら

れ，核の周辺に透明帯がある大型肥腓細胞，粗大穎粒

が充満する核が明瞭なもの，充満した穎粒のため核が

不明瞭なもの等種々の穎粒の分布を示す血温細胞を認

める，（写真29）

　これら粗大穎粒をもった肥腓細胞は小血管から離れ

た結合織内に認められる．

　大網においても同様の所見を示すが，乳面部に温血

細胞は認られなかった．

　14日　目

　血管の周辺，腸間膜の結合織内に散在する多数の肥

畔細胞を認める．肥辟細胞の分布状態は無処置の腸間

膜の細胞分布状態と同様であるが六畜細胞の大きさに

大小不同があること，胞体内の穎粒の分布の像などが

無処置の腸間膜と異なる．（写真30）

　大網においても血管周辺から鳥膚細胞の広がりを認

めることは腸間膜と同様でるが，この期において肥畔

細胞が血管周辺のみに認められ，血管より離れた部

位，即ち乳斑部に細胞を認められなかったことが腸間

膜と異なる点である．

　28日目
　この期においての肥畔細胞の分布は無処置の腸間膜

及び大網の所見とほぼ同様である．

　大型山鼠細胞が結合織，血管周辺に認め，頼粒は粗

大であり，穎粒は胞体内充満のため核は不明瞭であ

る．

　Hydrazine　Sulfate　O．02％液の15　cc腹腔内注

入例では蒸溜水15cc注入例と比較して二二細胞の破

壊が注入初期に認められ，腸間膜及び大網の三門細胞

の大部分が破壊を示した．
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　Hydrazine　Sulfateの注入例は蒸溜水注入例より

やや遅れて腸聞膜及び大網へ肥辟細胞の出現する像が

認められた．

　Hydrazine　Sulfate注入例の4～7日目の；期間の

腸間膜には肥州細胞の種4な成熟過程の像を見ること

ができた．即ち，小円形肥辟細胞で穎粒が微細であ

り，核の周辺に認められる細胞，穎粒として認め難く

pH　7．0トルイジンブルー液で胞体が均等に山畑クロ

マジーを呈するもの，穎粒は多いが核から離れて細胞

膜辺縁に認められるもの，大型肥辟細胞であるが核は

明瞭で核の辺縁に透明帯があるもの，穎粒が充満し核

が不明瞭な大型細胞等の成熟段階の肥辟細胞を認め，

成熟ラットにおける肥畔細胞の成熟過程を示す像を認

めることができた．

　時間の経過と共にこの特等細胞の成熟過程の像は消

失して注入後28日目頃には無処置の腸間膜の肥畔細胞

の分布と同様となる．

　Eydrazine　Sulfate注入例の大網において乳脚部

の淋巴球の集団内に二二細胞は認められず，肥辟細胞

の増加は腸間膜におけると同様血管周辺から認められ

た．

　これらの肥畔細胞は腸間膜の血管周辺に認められる

像と同様であった，

　時間の経過と共に肥辟細胞の増加する像を認めるが

腸聞膜の増加する時期より遅れて出現し，また増加像

は著明でなかった．

　3．Hydrazine　Sulfate注入による旧聞膜淋巴節

の肥畔細胞の変化

　注入後24時聞では淋巴節の洞の拡張が目立つが無処

置淋巴節と比較して一部門畔細胞に膨化及び軽度の破

壊像を認めるのみで，肥腓細胞数の変化は認められな

かった．

　大型の細網細胞は核が1個であり，無処置淋巴節内

にある細網細胞と比較して著しい差異は認められなか

った．

　注入後4日目では洞は著しい拡張を認め，洞内に認

められる肥辟細胞は大部分破壊を示した．駅内には淋

巴球，細網細胞の増加を認めるが未熟肥畔細胞の出現

は認められなかった．洞内の肥膵細胞は24時下目のも

のに比べその減少を認めた．

　注入後14日目に肥辟細胞の増加を認め，この肥膵細

胞は小型円形の細胞でPAS染色陽性であるがその数

は多くなかった．

　28日目以後は無処置淋巴節と同様の所見を示した．

　Hydrazine　Sulfateの腹腔内注入による淋巴節内

の刑罰細胞の変化を経時的に観察したが，この経過中

淋巴節内の肥腓1細胞の増加が，Hydrazine　Sulfate

の注入による腸間膜の肥辟細胞の増加する時期より遅

れて出現することに注意した．即ち，腸間膜の肥腓細

胞の増加は淋巴節内で増加した肥腓細胞が腸間膜へ移

行したでなく，腸間膜での肥畔細胞の増加することを

示している．

考 察

工，肥畔細胞の組織発生について

　Hydrazine　Sulfateの経口投与により腸間膜淋巴

節の肥腓細胞の増加は投与後10日目頃から認められ

た，

　経口投与初期に増加する肥畔細胞は小型円形で核は

中央に位置，核小体は明瞭，胞体はPAS・染色で陽性

を示し，丁丁は認め難iく，pH　7．0トルイジンブルー

染色で暗紫色を示し，アルシアンブルー染色では染色

されない．

　この肥畔細胞は淋巴節の洞に認められた，

　肥膵細胞の増加は経過と共に著しくなり，洞内には

小型円形の肥州細胞でPAS染色陽性のもの，アルシ

アンブルーPAS重複染色によりアルシアンブルー及

びPAS染色により両染される肥辟細胞，穎粒の明瞭

な細胞，破壊傾向にある細胞など種々の形態の肥腓細

胞が混在している．

　Hydrazine　Sulfateの腹腔内への注入では4日目

より小血管に沿って小円形で，少数の微細な穎粒をも

った肥腓細胞の増加を認めた．これらの肥腓細胞は2

～3個月集まって小血管に沿って存している．経過と

共にこれらの細胞は血管より離れて結合織への移行を

認あた．

　従来，成熟動物における肥辟細胞の組織発生に関し

ては多くの報告があるが，1）肥辟細胞から（homo・

plastic　regeneration）．　2）他の細胞から（heter・

oplastic　regeneration）に大別される，

　Homoplastic　regenerationによる旧暦細胞の増

加はmitosis，またはamitosisによる割興細胞増加

である．

　胎児及び分娩直後の動物においての肥腓細胞の

1nitosisについては比較的多くの報告があり，與axi・

mow　13），：NakajimaおよびNagayo　14），　Dantscha・

koff　15）らによりなされている．

　成熟動物においてのmi亡osisの像はMaximow　13），

Weil　16），　Arnold　17）らにより報告されているが，そ

の像はごくまにしか認められないといっている．　・

　mitosisの平群細胞数が少数であることからも成熟

動物におけるmitotic　regenerationの全過程の報告
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はなされていない．

　ButOn　18）は肥腓細胞のmitosiSの過程は短時間に

行なわれるので切片標本においてその全過程を示すこ

とは困難であると述べ，組織培養において肥腓細胞の

mitosisの像をtime　lapse　cinematographic　re・

cordingによる観察をこころみたが，その全過程は報

告されていない。

　本実験において急激な肥畔細胞の増加にもかかわら

ず，2核肥辟細胞をのぞいてmitosisを思わせる像

は認められなかった．

　平面細胞のmitosisが短時間（50～90分）に行な

われるとしても肥腓細胞の増加がMitosisによって

のみ起ることはあり得ないと思われる．

　2核肥壷細胞に関しては後で考察する．

　肥腓細胞におけるamitotic　regenerationはSab・

razesおよびLafon　19），　Lehner　20）らによって報告

されているが，その主な所見は細面細胞の集団形成

（group　formation），多核肥辟細胞の存在等から，

amitotic　regeneration’ �蜥｣し，　M611endorf　22）及

びMac　Gowanも2核肥畔細胞，集団形成の頻度等

から肥畔細胞の増加にはalnitotic　regenerationが

かなり関与しているのでないかと報告している．

　Hydrazine　Sulfateの経口投与による淋巴節内の

肥腓細胞の増加は初期に円形で頼粒の不明瞭な肥腓細

胞を認め，PAS染色で胞体が均等に陽性を示す2縞

馬腓細胞の出現をも認めることは前述のとおりであ

る．

　この2核肥腓細胞はごく少数しか認められず，2個

の娘細胞が相並んでいる像は認められなかった．

　この細胞は集団形成は認められず，散在性に認めら

れる2核池心細胞の周辺にも成熟肥月半細胞の数は多く

なかった．

　このHydrazine　Sulfateの経口投与の初期に少数

であるが認められる2核肥畔細胞について少し詳細に

考察してみた．

　この2核肥辟細胞には次のことが考えられる．即ち

1）mitosisの像，2）2個の細胞の融合，3）ami－

tosisの像のいずれかによるものである．

　2個の細胞の融合については2核細胞が円形であり

核が中心に位置し各々の核が近接していること，細胞

膜が明瞭に2個の核を包んでいること，この細胞の胞

体がPAS染色に陽性を示し穎粒として認め難い．い

わゆる未熟肥柔細胞であることから否定できる，

・この2核面面細胞の出現はHydrazine　Sulfate投

与後及び心心細胞の増加時に250mgのペプトンを腓

腔内に注入時に注入後5日目頃から認あられた．

原

　Peptoneめ注入においても2核肥畔細胞の胞体は

PAS染色陽性を示し，ある細胞には細胞辺縁におい

てアルシアンブルー陽性の未熟な肥溜細胞であった．

　これら2核肥壷細胞の出現がmitosisによる像か，

またはamitosisによる像であるのかはこの2核肥腓

細胞がごく少数しか認められないこと，またその周辺

に認められる肥畔細胞の変化が乏しいことから追求す

ることができなかった．

　Fawcett　6），　HuntおよびHunt　22）らはヒスタミ

ンリバトールとして知られているCompound　48／80

を腹腔内に注入，以後皮下組織の肥月半細胞を観察して

注入後5日目において肥畔細胞に多数のmitosisを

認めえたと報告している，成熟動物においてまれにし

か認められないmitosisがCompound　48／80の腹

腔内注入により認められる理由として急激な肥畔細胞

の破壊により残存する肥辟細胞のDNA合成が急激

に上昇しmitosisが行なわれるとRohr　23）らは報告

し，またDNA合成が最高に達する時期としてCom・

pound　48／80注入後5日目前後を上げている．

　Hydrazine　Sulfateの経口投与においては肥畔細

胞の破壊は軽度に認められ，この肥腓細胞の破壊後に

2核凸面細胞の出現を認めている．一方，ペプトン注

入では24）25）26）Compound　48／80に比べて肥畔細胞

の破壊は強くはないが，しかし，Hydrazine　Sulfate

の経口投与後22日目の各種段階の面出細胞の増加を示

す淋巴節内において，円形の肥腓細胞を除いて大部分

の肥腓細胞は注入後24～48時間目には破壊し急激な肥

腓細胞の減少を認めている．ペプトン注入による2核

痴話細胞はペプトン注入後5日目に認められること，

八一細胞の集団形成を認めないことから，Fawcett　6），

Hunt及びHunt　22）らの報告による残存する詩趣細

胞のmitosisによるものと推定することが妥当と思

われる．

　このHydrazine　Sulfateの2核肥壷細胞が成熟臆

面細胞の破壊によるものか，H：ydrazine　Sulfateの

直接反応であるかは不明であるが，2核肥腓細胞周辺

に肥壷細胞の集団形成を認めないこと，多核肥畔細胞

を多く認めないこと，2核肥辟細胞の染色反応等から

この細胞が1nitosisの像であろうと推測した．

　このように2核肥腓細胞が存在することはHydra・

zine　Sulfateの経口投与による肥腓細胞の増加は，

その数は多くはないであろうがmitosisによる増加

も全く否定することはできないように思われる．　ノ

　Hydrazine　Sulfateの投与による淋巴節内の痴話

細胞の増加をheteroplastic　regenerationによる増

加であるか，考察してみた．
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　成熟動物における肥辟細胞の増殖をhetero　Plastic

regenerationによるとする報告は多くあり，その細

胞種類は淋巴球，形質細胞，線維芽細胞，町内系細胞

が主なものである．r一一

　線維芽細胞を肥辟細胞のPrecursorとする入は

M611endbrff　21），　Downey　27）らであるが，彼らは紡

錘形のこれらの細胞から四丁細胞の形成を認めてい

る．

　これら細胞内の特殊押鯛をもった線維芽細胞を肥辟

細胞のPrccqrsorとしてよいであろうかという疑問

が起きる．

　Smith及びLewis　28）は腹腔内に蒸溜水注入後腸

間膜を観察し，破壊後散乱した肥畔細胞穎粒を貧食し

た線維芽細胞を観察したが，この穎粒を貧食した細胞

と肥月半細胞との鑑別は困難であることが多いと述べて

いる．

　Higginbotham　29）はマウスの皮下にヘパリン，コ

ンドロイチン硫酸などを注入した後，経時的観察を行

ない，線維芽細胞内にトルイジンブルー陽性の穎粒形

賢を認め，これらの細胞と肥腓細胞の形態に類似を認

めているが，穎粒形成が著しくないこと，穎粒が粗大

であるのに胞体内顯粒の少ないことから干る程度鑑別

できるとしている．

　本実験において蒸溜水の腹腔内注入で腸間膜に紡錘

形で核が明瞭，メタクロマジーを呈する粗大穎粒が偏

在する細胞を認めた．この細胞はSmith＆工ewis　28），

Higginbotham　29）らの所謂Quai　mast　ce11と思

われるがHydrazine　Sulfateの経口投与では腸間膜

及び腸閥膜淋巴節にはこの種の細胞は認められなかっ

た．

　本実験における未熟細胞と思われる細胞は小型円形

であり，初期には胞体内に均等に染色を示す細胞であ

一るこ．とは前述の通りである．一Hydrazine　Sulfateの

志野投与では淋巴節の被膜及び砲門膜には未熟肥辟細

化も特にれる細胞を認められず，また線維芽細胞の珊

珊と思わ認められなかった．

　胎生；期及び成熟動物に穿いてMaximow　3。），　Har－

ris　31），　Wolff　32），：Lehner　20），　M611endorff　21）が淋

巴球を肥畔細胞のPrecursorとして挙げている．彼

らの観察は特に脾臓，甲線，皮下組織等においての報

告である．

　しかし，Maximow　30）は成熟動物においては淋巴

球を肥辟細胞のPrecursorとすることを否定してい
る．

　Ginsburg　33）は胸腺の組織培養を行ない肥辟細胞

の分化過程を観察しているが，この経過中附帯細胞の

母細胞，Masto　blastenの特徴を上げているが，こ

のMastob　lastenは大淋巴球と著しい類似を認め，

その区別は形態的には困難であることを強調してい

る．

　Hydrazine　Sulfateの経口投与による淋巴節内に

認められる小型円形の細胞はその形態から淋巴球系の

細胞と類似している．しかし，初期の拡張した洞には

円形細胞の浸潤は認められず，淋巴球の増加も認めら

れなかった．

　Hydrazine　Sulfateの腹腔内注入においても，萩

原34），Riley　35）らが報告しているような大網墨斑部

の淋巴球が腹腔内肥腓細胞のPrecursorの所見は得

られなかった．

　Hydraz魚e　Sulfateの腹腔内注入による腸間膜の

血管辺縁に増加する肥腓細胞について考察してみた．

　注入後4日目から血管辺縁に肥月半細胞を認め，この

肥畔細胞は少数の微細な穎粒と微細な穎粒を取まく空

胞をもった細胞である．

　この細胞は血管辺縁，特に血管分岐部近位に3～4

個の集団をなして認められた．

　これらの細胞のある血管は筋層をもった血管が主で

あった．

　Riley　35）は腸間膜における肥馬細胞をType－1，

Type一】1の2群に分けている．

　Type－1の細胞は小円形，緻密な胞体をもち，　pH

7．0トルイジンブルーでオルソクロマジー，PAS染

色は陽性，アルカリフォスファターゼ反応は強陽性を

示す肥腓細胞をいい，Type－11は粗大頴粒をもった

成熟肥腓細胞をさしている．

　Hydrazine　Sulfateの腹腔内注入による肥畔細胞

の増加は筋層をもった血管に沿って認められ，これら

の細胞はRileyのType－1にあたる細胞であった．

　空胞及び空洞内の顯粒についてはGinsburg　33）が

報告しているようにMastoblastenから成熟肥畔細

胞への過程において未熟肥畔細胞内の頼粒形成は最初

胞体内に空胞を形成し，その空洞内に頼粒が形成され

ると述べている．

　この実験においても血管周辺に認められる円形の比

較的小型の肥畔細胞には空胞形成が認められ，明らか

に未熟肥培細胞の像を呈した．

　血管周辺には肥肺細胞のPrecursorとして認めら

れている細胞，即ち淋巴球，網内系細胞，線維芽細胞

等があるが，これらの細胞のいずれが肥畔細胞の

Precursorとするζとはきわめて困難であった．

　しかし，線維芽細胞は本実験において血管周辺に認

められる未熟肥辟細胞とはその形態上から区別でき
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る．

　網晶系細胞を肥辟細胞のPrecarsorとする入は，

Baumer　36）．　Dalgaard＆；Dalgaard37）Riley　38），

Audry　39），　PapPenhaim　40），　Dowey　27），　Marui　and

Arai　41）らである．彼らは成熟動物においてもなお，

宮内系細胞には他種細胞に移行できる能力をもってい

ることを上げている．

　Barton　18）は晶出細胞はmesenchymal　cellが外

界の組織液の状態により細胞内で願粒を形成し肥辟細

胞に移行するのでないかと報告している．

　著者の行なった実験の所見から細網細胞の変化は次

のようである．

　Hydrazine　Sulfateの経口投与により淋巴節内に

増加傾向を示す大型の細網細胞の特徴は前述の通りで

ある．

　これらの細網細胞はHydrazine　Sulfateの投与に

より淋巴節内にその数の増加を認め，この細網細胞は

経口投与期には多核化が認められた．経過と共にこの

細胞は円形となり寵臣に肥畔細胞と混在して，多数認

められた．

　腹腔内注入における腸間膜の細網細胞はHydrazine

Sulfate注入後増加を認め，注入後7～14日目に至る

まで増加の傾向を示した．しかし，淋巴節における大

型で多核傾向を示す細網細胞は認められなかった，

　腹腔内注入時には種々の大きさの細網細胞の増加を

認めるが，メイ一曲ムザ染色にて細網細胞と未熟肥辟

細胞との区別が困難であった．

　Hydrazine　Sulfateの経口投与による細網細胞の

多角化は他細胞の食作用によって起ったものか，また

は細網細胞のamitotitic　regenerationによる多角

化かいずれかである．

　他細胞の食作用による場合にはこの細網細胞が大型

細胞に移行し，それから小型細胞への移行及び増加は

認められない筈であるから，この多核化は細網細胞の

amitotic　regeneration　lこよるものと思われる．

　Weathertord　42）は正常家兎曳下組織における網内

系細胞は専ら直接分裂により増殖すると述べている．

　直接分裂は単核細胞一2核細胞一原形質分裂（2個

の娘細胞）の経過に従って細胞増生が行なわれるので

あるが，もしこの経過の或る階悌において原形質分裂

の進行が遅れるならば色々な相の多核細胞が形成され

ると思われる．

　Dunn　43）は成熟マウスにおいてPAS陽性，鉄染

色陽性の穎粒をもった細網細胞と肥畔細胞との関係に

ついて報告し，またSpieer　44）も同様にSideropha・

ge，1ipophageの淋巴節内の増加と共に肥畔細胞の

原

増加を認めている．

　Takeoka，　Lalich，　Murray　lo）らはHydrazine

Sulfateの投与によりヘモジデリン色素をもった細胞

を脾，子宮に多く認み，この色素をもった細網細胞と

肥月半細胞との間には密接な関係があると述べている．

　本実験：での淋巴節内には細網細胞の増加と共に肥畔

細胞の増加を認めた．しかし経口投与初期には少数の

細網細胞に鉄反応を示したが，大部分は鉄反応は陰性

であった，

　この細網細胞内面詰と肥辟細胞の穎粒とその形態が

類似していることから破壊された肥島細胞穎粒の二食

によるもか考察してみた．

　Slnith　28），　Asboe－Hansen　45）は腹腔内に肥腓細胞

破壊物質を注入し穎粒貧食による穎粒の経過を観察し

ているが，貧食された肥壷細胞の頼粒は初期にはメタ

クロマジーを呈し，所謂‘‘abnonrmal　mast　cell”

の型を取ると述べている．大型の細網細胞が肥畔細胞

の穎粒の食作用によるものかどうかを吟味する目的で

Hydrazine　Sulfateの投与後生島細胞の増加時期に

ペプトンを腹腔内に注入し経時的観察をしたが，この

所見ではこれらの細網細胞の破壊及び減少が認めら

れ，Smith　28），　Aeboe－Hansen　45）らの所謂‘‘abno・

rmal　mast　ce11”の像は認められなかった．

　H：ydrazine　Sulfateの経ロ投与及び腹腔内注入に

よる腸間膜淋巴節及び腸間膜の肥畔細胞の増加を経過

観察しながら，この増加した肥腓細胞がいかなる細胞

をPrecursorとしているかを決定することは極めて

困難であった．

　肥辟細胞の増加が果して単一の細胞を肥辟細胞の

Precursorとしているのであろうか・という疑問も生

じた．

　Hydrazine　Sulfateの経口投与による洞の拡張及

び網内系細胞の増加，腹腔内注入による網内払細胞の

増加時期と血管周辺の未熟堤高細胞の増加時期の一

致，淋巴節内の淋巴球の変化が乏しいこと，洞内に淋

巴球の増加を認めないことから網内系細胞を肥腓細胞

のPrecursorとすることが妥当と思われた．一方こ

れらの肥溜細胞の増加は淋巴液および血液成分が肥腓

細胞の形成に重要な役割をはたしているものと思われ

る．

　皿）Hydrazine　Sulfateの投与による肥腓細胞の

Muco－Polysaccharideの形成過程について

　成熟肥畔細胞の穎粒の性状についてはJorpes　46），

及びWilander　47）48）によりEh士11ch肥膵細胞のメ

タクロマジーを呈する穎粒は酸性粘液多糖体であるヘ

パリンによることが解明された．一方，Mclntosch，
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及びPaton　49），　Rocha　e　Silva　50）がアナフラキーシ

ョック時にヒスタミンが相伴なって遊離することを報

告し，1953年Riley及びWest　51）は肥畔細胞の顯

粒はHeparin－Histamine　Componentであること

を認めた．

　Asboe－H：ansen　52）は酸性粘液多糖体であるヘパリ

ンはピアルロン酸のようなnon－su　lfate・Mucopo・

1ysaccharideに硫酸基（一SO3H）の附加とよりヘ

パリンの形成を認、めている．

　non－Sulfate　MucopolysaccharideはPAS染色

陽性を示し，トルイジンブルー染色ではpH　4．0近

位でメタクロマ、ジーを示す．ヘパリンのような多くの

硫酸基をもった酸性粘液多糖体はpH：の低いトルイジ

ンブルーでメタクロマジーを示す．

　本実験においてH：ydrazine　Sulfateの経口投与

後，初期に円形肥月半細胞を認め，この細胞の胞体は，

PAS染色陽性を示し，このPAS染色による胞体の

陽性は胞体全体が均等に陽性を示すもの，微細な穎粒

を示すものを認めた．

　PAS染色陽性を示す肥壷細胞の成熟過程，肥腓細

胞の増加との関係を迫求するためにトルイジンブルー

のpH：の差異による肥腓細胞の隠勢クロマジーの変化

を観察した，

　その成績は表3に示した通りであり，この表からは各

々の群がpHの増加と共に郵政細胞の増加が認められ

た．特にHydrazine　Sulfateの投与後22日目の群では

pH　3．4～pH：4．1にかけての急激な上昇が目立った．

　これらpH　3．4～pH　4．1においてメタクロマジー

を呈する肥辟細胞はPAS染色で陽性を示す肥辟細胞

であり，この胞体内にはnon－Sulfate　Mucopolysa・

cchride及び硫酸基の少ない酸性粘液多糖体を有して

いることを示している．

　Schauer及びEder　53）はラットの胎児皮下組織の

肥辟細胞の成熟過程と粘液多糖体の形成過程について

報告しているが，胎児の出産直後には肥畔細胞の急激

な増加を認め，トルイジンブルーのpHの差異による

曲線も本実験のHydrazine　Sulfate投与後22日目と

同様に，急激な上昇を認めている。胎児の初期には肥

腓細胞は少ないがPAS染色で均等に陽性を示す肥畔

細胞を認めている．

　Hydrazine　Sulfateの経口投与により淋巴節に

Schauer及びEder　53）が報告した胎児の肥辟細胞の

成熟過程と類似した所見を成熟動物においても認めら

れることは興味深いものと思われた．

　このHydrazine　Sulfateの経口投与22日目のトル

イジンブルー（pH　3．4～pH　4．1）染色で陽性を示す

肥腓細胞が多いことは，これら肥腓細胞にはnon－

Sulfate　Mucopoly　saccharide及び硫酸基の少ない

酸性粘液多糖体が存在することを示している．この期

には同時に肥辟細胞の大小不同が認められることか

ら，この所見を肥腓細胞の組織発生的見地から見ても

興味深い．即ちこの期には網野細胞の数は著しく増加

し，その中には2核肥辟細胞も認められるがその数は

極めて少なく，また増加している肥辟細胞には小型の

未熟なものが多く含まれること，一方凶冷細胞の増加

と共に細網細胞の増加が認められることなどから肥腓

細胞の組織発生はH：eteroplastic　regenerationによ

るものと推定され，細網細胞から形成されるという見

地をとっている．

　小型細網細胞が初めnon－sulfate　Mucopolysac・

charideのようなPAS陽性物質を貯えて小型肥畔細

胞となり，更にこれに硫酸基を附加してヘパリンを造

りそれと共に漸次胞体を拡大し，大型肥月半細胞となる

ものと考えられる．

　Hydrazine　Sulfateがこの肥辟細胞の成熟過程に

どのように関与しているのであろうか？．Parker及

びBurton　18）は肥辟細胞の組織培養においてその培

養液にNa2SO4を加えて肥辟細胞の組織培養を行な

っている．

　Hydrazine　Sulfateの投与による淋巴節内の肥辟

細胞の増加は淋巴液の持続性停滞による洞の拡張によ

る持続的な刺戟によるとされているが10），Na2SO4と

同様、にH：ydrazine　Sulfateの硫酸基が撮要細胞の

Mucopolysaccharideの形成過程に関与しているの

ではないだろうか．

結 論

　1．Hydrazine　Sulfateを経口投与し腸間膜淋巴節

を観察し，淋巴節は腫張，洞の拡張を認め，細網細

胞，肥辟細胞の増加を認めた．

　2．肥腓細胞の増加は洞に認め，増加初期の肥畔細

胞はPAS染色陽性，トルイジンブルー（pH　7．0）染

色で暗紫色を呈する小円形細胞で，経過と共に成熟肥

辟細胞への移行像を認めた．

　3．Hydrazine　Sulfate投与の淋巴節及びペプトン

の腹腔内注入による淋巴節にはごく少数の2核肥辟細

胞を認めた．

　この2肩車単細胞がmitosisかamitosisの像か

の区別は困難iであるがmitosisの像によるものと推

定した．

　4，Hydrazine　Sulfateの腹腔内注入では腸間膜に

強い肥腓細胞の破壊を認めた．
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　経過と共に小血管周辺に網内系細胞の増加及び小型

未熟肥辟細胞の増加を認めた．大網においては特に乳

二部には未熟温品細胞及び成熟肥辟細胞の増加は認め

られず，腸間膜におけると同様に小血管の周辺に肥腓

細胞の増加を認めた．

　5．Hydrazine　Sulfateの投与により淋巴節に増加

する小型円形晶晶細胞はPAS染色陽性を示し，　pH

4．0近位のトルイジンブルー染色でメタクロマジーを

呈し，大型肥腓細胞は大部分pH　2．4トルイジンブ

ルーで陽性を示した．

　6．Hydrazine　Sulfateの経口投与及び腹腔内注入

による二二細胞の増加と同時に淋巴節及び腸間膜に細

網細胞の増加を認め，両細胞の間には密接な関係をも

っているものと思われた．

　諸実験の成績を綜合した結果高話細胞は細網細胞を

基盤として発生するという見地をとるに至った．

　一筆するに当り，御指導及び御校閲を戴いた恩師渡辺四郎教援

に深謝致します．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　There　are　quite　many　materials　which　help　mast　cells　to　increase．

　　　The　author　give　Hydrazine　Sulfate　（NH2）2　SO4　to　rats　orally　and　by

injection　intraperitoneally　and　made　observatiolls　on　the　mesenterial　lymph　nodes

alld　meselltery　for　some　continous　time　alld　fouエ1d　how　mast　cells　increase　their

nubmer　in　adult：rats．

　　　The　author　found　that，　when　Hydfazin．e　Sulfate　was　given　orally，　some　mast

cells　showed　in　the　stain　of　mesenterial　lymph　llodes　that　cytoplasm　in　small　roulld

cells　gives　PAS－tuain－plus　and　by　metachrornasia　toluidin－blue　of　nearly　pH　4．0．

　　　Together　with　the　increase　of　the　n．umber　of　mast　cells，　the　author　found　that

the　number　of　reticuloelldothelial　cells　also　increased．　These　cells　were　of　macro－

and　multi－forms　and　some　of　them　were　of　multi－nucleouses　for　some　time．　But

we　fcuwd　that，　as　time　passed　the　reticuloendothelial　cells　begin　to　change　to

round－shape－d　cells　with　granules　of　PAS－stain－plus．

　　　It　was　also　found　that　the　small　round－shaped　immature　mast　cells　with　PAS－

stain－plus　grew　illto　mature　mast　cells　as　time　passed　and　at　the　same　time　it

was　found　that　some　changes　occur　ill　the　process　of　staining　in　the　cells．　In　othof

words，　the　process　of　the　growth　of　mucopolysaccharide　was　observed．

　　　By　intraperitoneal　injection　of　Hydrazin　Sulfate，　it　was　found　that　the　number

of　small　size　immature　mast　cells　increased　around　the　small　blood　vessels　and　at

the　same　also　foulld　that　the　number　of　the　cells　in　the　reticuloelldothelial

cells　increases　and　as　it　was　with　the　case　of　cells　in　lymph　nodes，　these　cells

were　found　to　grow　into　the　mature　mast　cells，

　　　As　a　result　of　the　observation　on　the　illcrease　of　the　number　of　mest　cells　in

the　experimeent，　it　was　concluded，　in　connection　with　the　histogenese　of　the　mast

cells，　that　mast　cells　would　increase　by　means　of　heteroplastic　regeneratioll　ill　the

reticuloendothelial　system．　At　the　same　time，　however，　it　was　also　found　that

there　were　lnast　cells　with　two　nucleuses　which　convinced　us　that　the　increase

of　the　number　of　the　mast　cells　was　sometimes　caused　by　homoplastic　regeneration．

写　真　説　明

　写真1　無処置腸間膜淋巴節　（30×）．pH　7．0

0．05％　　トルイジンブルー染色．

　被膜及び洞門に少数の大型肥畔細胞を認める．

　写真2　0．04％Hydrazine　Sulfate経口投与8日

目腸間膜淋巴節　（36×）．pH　7．00．05％　トルイジ

ンブルー染色．

　淋巴節の洞の拡張及び洞内に肥腓細胞の増加を認め

る．

　写真3　同じく10日目腸間膜淋巴節　く300x）．pH

7．00．05％　トルイジンブルー染色．

　暗紫色の小円形肥畔細胞を認める．穎粒は認め難

い．
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、写真4　同じく10日目腸間膜淋巴節（300×）．PAS

染色．

　洞内に円形でPAS染色陽性の小型肥畔細胞を認め

る．穎粒は認め難く，核小体を認める．

　写真5　同じく10日目腸間膜淋巴節（300x）．　PAS

染色．

　頼粒を認め，PAS染色陽性である肥辟細胞．

　写真6　同じく12日目腸間膜淋巴節（300x）．PAS

染色．

　2核肥腓細胞．

　写真7　同じく22日目腸間膜淋巴節（50×）．　pH

7．00．05％　トルイジンブルー染色．

　著しい肥膵細胞の増加を洞内に認める．

　写真8　同じく22日目腸間膜淋巴節（300×）．アル

シアンブルーPAS重複染色．

　円形肥腓細胞でアルシアンブルー及びPAS染色に

両染される心添細胞を認める．

　これらの細胞は穎粒を認め難い．

　写真9　同じく25日目腸間膜淋巴節　（300×）pH：

7．00．05％　トルイジンブルー染色，

　小円形肥月半細胞及び大型肥畔細胞等肥傍細胞の大小

不伺を認める．

　写真10．同じく30日目腸間膜淋巴節（300×）　pH

7。00．05％　トルイジンブルー染色．

　成熟肥畔細胞を多数認める．頼粒の充満したもの，

Halloを呈するもの，破壊像を呈するもの等である，

　写真11同じく30日目の末梢血液（150×）．ギムザ

染色．

　成熟肥月半細胞を認める．

　写真12　同じく8日目の腸間膜淋巴節（300×）．

アルシアンブルーPAS重複染色。

　PAS染色陽性の穎粒を充満した大型細網細胞を認

める．

　写真13　同じく20日目腸間膜淋巴節（300×）PAS

染色．

　2～3個の核をもった細網細胞．

　写真14　同じく25日目腸間膜淋巴節（100x）．アル

シアンブルーPAS重複染色．

　大型細網細胞は円形細胞に移行し，その細胞数は著

しく増加する．

　写真15　同じく25日目腸間膜淋巴節（300×）．アル

シアンブルーPAS染色．

　全美に移動した円形の細網細胞．

　写真16同じく22日目ペプトン注入後4時聞目の腸

原

間淋巴節（300×）pH　7．00．05％トルイシンブル

ー染色．

　肥畔細胞の破壊像著しい．

　写真17同じく注入後48時聞目の腸間膜淋巴節

（300×），pH　7．00．05％　トルイジンブルー染色．

　小円形及び円形細胞には破壊像を認めない．

　写真18　同じく注入後5日目の腸間膜淋巴節（300

×）．アルシアンブルーPAS重複染色．

　アルシアンブルー及びPAS染色にて両染される細

胞及び2核肥辟細胞

　真19同じく22日目腸間膜淋巴節（300×）．アルカ

リーフォスファターゼ染色，

　写真20　同じく22日目腸間膜淋巴節（300×〉．酸一

フォスファターゼ染色．

　写真21無処置腸間膜（100×）．pH　7．00．05％

トルイジンブルー染色．

　成熟肥精細胞を多数認める．

　写真220．02％Hydrazine　Sulfate腹腔内注入1

時間目腸間膜．（100×）．pH7．0　0．05％　トルイジ

ンブルー染色．

　肥畔細胞の破壊及び踏張を認める．血管辺縁に少数

の破壊しない細胞を認める．

　写真23　同じく24時間目腸間膜（100x）．　pH：7．0

0．05％　トルイジンブルー染色．

　腸間膜には全く肥畔細胞を認めない．

　写真24　同じく4日目腸間膜（100×）．　pH　7．0

0．05％　トルイジンブルー染色．

　小血管の周辺に小円形の肥辟細胞の増加を認める．

　写真25，26同じく4日目腸聞膜（300×）．pH7．0

0．05％　トルイジンブルー染色，

　血管周辺にある肥畔細胞は細穎粒状である．

　写真27，28　同じく7日目腸聞膜；（300×）．メイー

ギムザ染色．

　小型で少数の微細な穎粒をもった肥辟細胞を認め

る．

　写真29　同じく7日目腸間膜（300×）．

　核の周辺に透明帯のある肥辟細胞及び細網細胞の増

加を認める．

　写真30　同じく7日目腸間膜（100×）．

0．05％　トルイジンブルー染色．

　小血管より離れて小円形細胞を認める．

　写真31蒸溜水腹腔内注入8日目腸間膜

pH　7．00．05％　トルイジンブルー染色．

　‘‘abnormal　mast　ce11．，，

pH　7．0

（300×）．
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